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智藤亜矢 (東京塾術大 ･院 ･美術)
表象描画の起源に着目し,チンパシジー 6個体とヒ
ト幼児を対象に,模倣して形を描く描画模倣課題と,目
などの一部が欠けた顔の線画に描く描画補完課題をお
こなった.前年度から継続して観察しているヒトの縦
断的な発達過程を定量的にまとめ,チンパンジーの描
画と直接比較した.模倣課題において,ヒトは,見本に
対応して描く線の位置を変える,動作を模倣して線の
パターンを変えるという段階を経て,見本の形を描く
目的を模倣し,かつ線を調整する技術がともなって初
めて形を模倣できるようになった.チンパンジーで観
察された形をなぞるという行為は,ヒトでは縦線模倣
の初出平均年齢以降に現れることが明らかになった.
補完課題で,チンパンジーはすでに描いて ｢ある｣部位
に重ねて描くことはしても,｢ない｣部位を補完して描
きこむことはなかった.ヒトでは2歳半以降に ｢ない｣
部位を補うようになったが,それ以前に描いて ｢ある｣
部位に限定して重ねる段階があることが明らかになっ
た.チンパンジーが表象を描かない要因として,線の制
御という技術的な問題ではなく,｢ない｣ものを補うと
いう認知的な問題が関わっていることが示唆された.
5-5チンパンジー･ニホンザルにおける対象の認知的処
理能力についての比較研究
村井千寿子 (玉川大 ･脳科学研究所)
チンパンジーおよびニホンザルが,対象間のFE-]係性
を物理法則に基づいて認識しているかどうかを調べる
ため,ヒト乳幼児研究で一般的な注視時間を指標とし
た期待違反事象課題を用いて検討した.本研究では,と
くに支持事象における法則 (対象は土台からの適切な
支持を失うと,空中にはとどまらず落下する)の理解に
焦点を当てた.実験では,支持事象の基本法則である
｢①対象と土台の接触の必要性｣,そして事象における
より詳細な属性である ｢②支持の方向性 (対象支持にお
ける垂直方向からの土台による作用の必要性)｣と ｢③
接地量 (対象と土台の十分な接地畳の必要性)｣の3点に
ついて検討した.これらの認識はとけ乳児では生後3-
6.5ケ月の間に発達する.霊長研のチンパンジー7個体,
同所および玉川大のニホンザル4個体を対象に実験を
行った結果,両種において,①ならびに③に関する認識
を示す証拠が得られた.ただし,②支持の方向性につい
てはそのような証拠が得られなかった.これらの結果
は,ヒト以外の霊長類が対象同士の関係性を物理法則
にのっとって認識していることを示唆する一方で,ヒ
トとは異なる認識を発達させた可能性を示すものであ
る.
5-6ヒトとチンパンジーにおける情動的コミュニケー
ションの比較発達研究
松阪崇久 ((財)日本モンキーセンター)
年度の前半には,滋賀県内の保育園のヒト幼児を対
象とした調査で得られたデータの分析を行った.自由
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